
抑
制
鮮
に
b
け
る
城
郭
の
諸
形
式
と
都
城
が
フ
ラ
ン
の
系
列
に
つ
い
て

矢

守

彦

朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について.

城
郭
の
諸
形
式

「
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
」
第
四
巻
「
城
郭
」
の
項
を
ひ
く
と
「
朝
鮮
の
城
郭
と
壁
塁
に
は
次
の
五
種
が
あ
る
」
と
し
て
山
山
城

凶
土
城

同
邑
城

同
開
鎮
城
に
分
っ
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
(
1
3

啓
蒙
さ
れ
る
と
こ
ろ
甚
だ
多
い
け
れ
ど
も
、
分
類
の
規
準
に
や
や

凶
長
城

統
一
が
欠
け
て
お
り
、
ま
た
五
項
目
相
互
の
機
能
的
・
時
系
列
的
関
係
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
凶
は
「
土

築
の
域
の
総
称
」
と
あ
る
か
ら
、
築
造
材
料
に
よ
る
分
類
に
よ
る
も
の
で
、
山
・
同
・
凶
・
開
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
後
述
の
ご
と
く

開
土
築
の
ほ
か
、
あ
る
い
は
石
築
、
あ
る
い
は
土
石
雑
築
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
機
能
的
な
分
類
規
準
に
立
ち
、
ま
ず
邑
城
か
ら

み
る
に
、

「
大
都
市
の
周
囲
を
か
こ
む
城
壁
で
、
主
と
し
て
高
麗
以
後
に
都
邑
を
保
護
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
」
(

2

)

も
の
で
あ
る
と
。
こ

の
発
達
の
時
期
に
つ
い
て
は
後
に
吟
味
す
る
が
、
小
稿
に
お
い
て
も
「
巴
城
」
の
定
義
は
右
に
倣
う
(
つ
い
で
な
が
ら
、
以
下
、
「
邑
城
」
と

い
う
場
合
は
城
郭
な
い
し
城
壁
を
指
す
。
こ
う
し
て
城
郭
に
固
ま
れ
た
都
邑
そ
の
も
の
は
「
城
邑
」
と
よ
ぶ
。
だ
か
ら
城
ロ
巴
と
邑
城
は
も
ち
ろ
ん
同
じ
で

な
い
。
)
そ
し
て
邑
城
の
形
態
に
は
、
同
平
坦
地
に
城
壁
を
構
築
し
た
中
国
式
の
も
の
と
、
制
城
郭
の
一
部
が
都
ロ
巴
四
辺
の
山
地
の
稜
線
を

111 

山
城
式
に
利
用
し
て
い
る
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
(
3
J
O

つ
ぎ
に
山
城
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
「
山
に
拠
っ
て
構
へ
ら
れ
た
も
の
」
ハ
き
の
総
称
で
、
実
際
に
は
わ
が
国
で
も
種
々
の
築
城
法
が
講
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じ
ら
れ
た
が
官
三

い
わ
ゆ
る
「
朝
鮮
式
山
城
」
(
主
の
形
態
的
特
色
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
山
頂
(
の
少
し
背
後
)
か
ら
渓

谷
を
内
に
と
り
こ
む
べ
く
、
左
右
の
山
稜
線
に
沿
っ
て
、
普
通
単
郭
の
石
築
(
あ
る
い
は
土
築
)
の
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
山
麓
に
及
ん
で
は

渓
口
部
に
水
門
を
も
っ
石
築
城
壁
を
も
っ
て
閉
じ
る
、
し
か
し
て
そ
の
機
能
は
、
敵
襲
に
際
し
て
、
そ
の
山
城
を
所
属
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の

都
邑
の
住
民
が
逃
避
し
、
こ
れ
に
拠
っ
て
防
戦
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
(
7
3

以
下
、
小
稿
で
い
う
「
山
城
」
と
は
、
す
べ
て
原
則
的
に

は
こ
の
よ
う
な
形
式
の
も
の
を
指
す
。
大
類
氏
は
「
朝
鮮
式
の
山
城
は
、
其
の
性
質
に
於
て
市
巴
の
城
郭
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
却
ち

戦
時
に
於
て
平
地
の
市
邑
が
山
岳
に
移
転
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」

(
E
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
よ
い
が
、
「
団
練
」

の
有
無
は
別
と
し
て
、
機
能
的
に
最
も
近
似
し
て
い
る
の
は
、
中
国
の
「
堅
壁
清
野
」
策
に
お
け
る
山
察
で
あ
ろ
う
(
9
3

つ
ま
り
、
山

城
に
は
|
|
少
く
ど
も
平
時
に
お
い
て
は
城
邑
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ぬ
の
が
一
般
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
善
生
氏
は
朝
鮮
の
都
邑
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
つ
つ
「
朝
鮮
の
昔
の
都
邑
は
多
く
城
郭
を
以
て
市
街
を
囲
緯
し
、
そ
の
城
郭

に
は
山
城
と
邑
域
と
あ
る
が
、
山
城
市
街
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
広
州
と
寧
辺
を
数
ふ
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
他
の
旧
市
街
は
概
ね

石
築
又
は
土
築
の
城
壁
を
以
て
市
街
が
取
り
囲
ま
れ
」
〔
坦
云
々
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
c

「
山
城
市
街
」
と
は
何
か
。

も
し
山
間
部
に
発
達

L
た
城
邑
の
意
味
な
ら
ば

「
山
城
」

の
文
字
を
冠
し
た
こ
の
名
称
は
妥
当
で
な
い
。

し
か
し
、

「
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
」
「
世
宗
実
録
地

理
志
」
等
を
み
て
も
、
広
州
は
「
本
百
済
南
漢
山
城
、
始
祖
温
俳
王
十
三
年
、
自
慰
礼
城
移
都
之
」
(
口
)
に
起
源
を
も
ち
、
挙
辺
も
ま
た
世

宗
一
一
年
に
「
合
延
山
、
撫
山
、
為
寧
辺
大
都
護
府
、
佐
田
町
子
撫
山
県
民
r
山
跡
」
(
ち
し
た
も
の
で
、
か
つ
て
の
山
城
に
拠
っ
て
都
邑
を
発

達
さ
せ
た
も
の
、
な
い
し
は
旧
山
城
を
以
っ
て
恒
久
的
な
邑
城
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
凶
長
城
・
同
鎮
域
が
一
般
的
に
は
城
邑

を
形
成
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
て
城
郭
に
即
し
て
み
れ
ば
、
前
記
の
ご
と
く
例
・
似
二
型
の
巴
城
と
納
山
城
に
大
別
さ
れ
、
城
邑
に
関
し
て
云
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ



制
・
似
に
対
応
す
る
城
邑
と
、

い
ま
一
つ
恥
い
わ
ば
紛
が
恒
久
的
都
邑
を
発
生
さ
せ
た
ャ
菩
生
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
山
城
市
街
」
と
の
三
形

式
に
分
類
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

木
内
氏
は
「
朝
鮮
の
都
市
は
盆
地
内
に
あ
り
、
し
ば
し
ば
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
上
に
位
置
し
、
或
る
も
の
は
盆
地
周
囲
の
山
嶺
に
城
壁
が
築

朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
邦
の
囲
郭
を
持
た
ぬ
盆
地
位
置
と
中
国
の
囲
郭
あ
る
平
地
位
置
と
の
中
間
形
式
と
考
え
ら
れ
る
」
戸
ぎ
と
し
て
お

ら
れ
る
。
示
唆
に
富
む
御
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
如
何
な
る
形
式
を
さ
す
の
か
が
、
い
さ
さ
か
明
確
で
な
い
し
、
中
国
↓
朝
鮮
↓
日

本
と
い
う
「
中
国
系
囲
郭
文
化
」
の
伝
播
コ

l
ス
戸
与
が
想
定
さ
れ
る
に
し
て
も
、

中
国

朝
鮮
、
日
本
そ
れ
ぞ
れ
に
お
げ
る
城
郡
形
式

の
推
移
に
対
す
る
顧
慮
が
や
や
稀
薄
で
あ
る
憾
み
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

つ
ま
り
、
中
国
の
何
時
の
時
期
の
ど
の
形
式
が
、
朝
鮮
の
何
時

の
時
期
の
ど
れ
に
対
応
す
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
疑
問
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
は
別
稿
戸
ぎ
に
譲
る
が
、

以
下

に
も
こ
う
し
た
系
列
関
係
を
追
つ
て
の
考
察
を
ま
じ
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

都
城
プ
ラ
ン
の
展
開
系
到

一
般
披
巴
ま
た
山
披
の
発
生
と
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
の
報
告
に
お
い
て
考
察
し
た
の
で
(
「
後
記
」
参
照
)
こ
こ
で
は
先
学
の
諸
業
績
を
ふ

り
か
え
り
つ
つ
、
主
と
し
て
都
減
。
フ
ラ
ン
の
安
遷
を
追
跡
し
て
み
た
い
。

楽
浪
郡
時
代
の
遺
跡
を
み
る
に
、
大
同
江
南
岸
土
城
の
楽
浪
郡
治
社
主
〕
(
東
西
約
六
町
半
、
南
北
約
五
町
半
)
、

平
安
道
竜
岡
西
方
於
乙
洞

古
城
の
枯
蝉
県
治
社
(
東
西
八
三
問
、
南
北
六
回
間
)
、
黄
海
道
鳳
山
郡
抄
塁
院
の
帯
方
郡
治
社
(
方
二

2
三
町
)
、
あ
る
い
は
成
鏡
道
永
興
西
南

113 

所
羅
里
の
玄
菟
郡
(
不
耐
城
?
)
遺
跡
等
百
三
い
ず
れ
も
土
築
の
囲
壁
が
施
さ
れ
て
い
る
つ

こ
れ
ら
は
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
土
域
内
の
面
積

ゃ
、
整
然
た
る
建
築
群
の
礎
石
、
埜
樽
を
敷
き
つ
め
た
鋪
道
、
溝
等
の
遺
壮
よ
り
み
て
、
主
と
し
て
郡
、
県
治
の
官
街
を
囲
む
も
の
で
、
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い
わ
ゆ
る
邑
城
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
、
中
国
式
土
城
を
朝
鮮
に
も
た
ら
す
最
初
の
機
縁
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
後
述
す
る
百
済
や
新
羅
の
「
域
巨
」
も
こ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
高
句
麗
の
第
一

O
代
山
上
王
よ
り
二

O
代
長
寿
王
ま
で
約
二
世
紀
聞
の
首
都
で
あ
っ
た
丸
都
城
(
園
内
域
)
祉
は
、
い
わ

ゆ
る
「
朝
鮮
式
山
城
・
」
の
形
態
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
(
想
。

丸
都
城
に
比
定
さ
れ
て
い
る
の
は
安
東
省
輯
安
県
治
で
、
六
町
四
方
に

高
さ
二

O
尺
の
石
築
城
壁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
洞
溝
川
を
約
三

O
町
遡
っ
た
山
城
子
と
い
う
処
に
、
渓
谷
を
つ
つ
む

山
稜
線
に
周
囲
約
二
塁
に
及
ぶ
高
さ
一
一
尺

t
一
七
尺
の
石
築
城
壁
が
築
か
れ
、
域
内
の
台
地
に
は
規
則
正
し
い
礎
石
が
並
ぶ
。
関
野
氏

は
、
前
者
を
王
宮
社
、
後
者
を
万
一
の
用
意
と
し
て
造
っ
た
山
城
の
跡
と
見
倣
し
て
お
ら
れ
る

az

そ
し
て
こ
の
高
句
麗
が
、
長
寿
王
一
五
年
(
四
二
七
)
、
丸
都
城
か
ら
平
壌
に
遷
都
し
た
と
き
築
い
た
「
平
壌
城
」
は
大
城
山
城
で
、
こ

れ
は
「
域
内
唯
積
倉
儲
器
、
備
冠
、
賊
至
目
、
方
入
国
守
、
王
則
、
別
為
宅
於
其
側
、
不
常
居
之
」
(
加
工
|
|
す
な
わ
ち
正
に
朝
鮮
式
山

域
と
い
う
べ
く
、
王
の
平
常
に
お
け
る
宮
祉
は
、
山
麓
の
清
岩
塁
土
城
に
比
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
楽
浪
郡
が
滅
び
た
の
ち
、
こ

の
地
に
進
出
し
た
高
句
麗
は
、
旧
都
丸
都
に
比
べ
れ
ば
、
殆
ん
ど
平
坦
地
に
す
ぎ
ぬ
楽
浪
郡
治
に
拠
る
こ
と
を
選
ば
ず
、
丸
都
城
と
丸
都

山
城
の
形
式
を
襲
っ
て
、
清
岩
塁
土
城
と
大
城
山
城
と
を
築
造
し
た
の
で
あ
っ
た
(
旬
。

や
が
て
国
力
の
隆
盛
に
伴
な
い
、
こ
の
規
模
の
都
城
に
満
足
せ
ず
、
平
原
王
二
八
年
に
至
っ
て
広
大
な
長
安
城
を
経
営
す
る
。
と
れ
は

東
・
南
方
は
大
同
江
‘
北
方
は
普
通
江
を
外
郭
に
利
用
し
‘
こ
の
間
の
広
澗
な
地
域
を
、
東
北
隅
の
最
高
地
点
牡
丹
台
よ
り
発
し
た
土
域

が
、
丘
陵
の
稜
線
を
縫
っ
て
包
囲
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
内
に
内
域
ゃ
、
牡
丹
台
か
ら
乙
密
台
に
か
け
て
最
奥
の
内
郭
を
形
成
す
る
。
平

原
王
の
時
代
に
は
陪
が
興
り
、

F
R
安
に
大
奥
城
と
い
う
大
都
城
を
造
営
し
た
時
期
に
当
る
こ
と
か
ら
(
そ
の
竣
成
の
宴
に
高
句
麗
か
ら
も
使

者
が
参
じ
て
い
る
)
、
こ
の
長
安
城
に
は
、
そ
の
都
城
制
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
関
野
氏
の
御
指
摘
ほ
五
ス
ま
と
と

ι



わ
れ
わ
れ
の
共
鳴
を
よ
ぷ
。

こ
の
長
安
都
域
内
の
い
わ
ゆ
る
「
箕
子
井
田
社
」
の
解
釈
に
は
諸
説
が
あ
る
が
(
号
、
小
稿
で
は
、
こ
れ
を

街
路
祉
(
大
路
四
六
尺
、
小
路
一
七
尺
)
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
関
野
氏
の
推
定
に
従
い
た
い
{
弘
、
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
長
安
都
城
(
平
壌
)
が
、
大
城
興
の
制
を
参
酌
し
つ
つ
、
な
お
、
最
高
地
点
を
利
用
し
て
山
城
を
構
築
し
て
い
る
こ
と

朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
関
野
氏
は
、
類
似
の
結
構
を
示
す
も
の
と
し
て
百
済
の
聖
明
王
が
熊
津
か
ら
扶
余
(
酒
批
)
に
遷
都
し
た
際
(
五

八
)
の
都
城
プ
ラ
ン
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
扶
余
も
ま
た
、

一
方
は
轡
読
す
る
錦
江
を
外
郭
線
に
刺
用
し
、
他
は
連
豆
す
る
山
陵
を
伝

っ
て
城
壁
を
め
ぐ
ら
せ
、
こ
れ
に
て
都
城
の
市
街
全
体
を
囲
ん
だ
。
し
か
も
扶
蘇
山
に
山
城
を
築
い
て
い
る
点
、
長
安
都
城
と
撲
を
一
に

し
て
い
る

az
l
l
一
般
域
邑
に
つ
い
て
は
後
に
も
考
察
す
る
が
、
王
京
プ
ラ
ン
と
し
て
は
、
こ
の
高
句
麗
平
原
王
の
平
壌
、
百
済
聖

明
王
の
扶
余
あ
た
り
が
、
旧
来
の
朝
鮮
式
山
城
(
王
宮
・
山
城
別
立
)
に
中
国
式
城
邑
制
を
導
入
す
る
移
行
形
態
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。

新
羅
王
京
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
藤
島
氏
に
よ
る
綿
密
な
復
原
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
号
。

「
三
国
史
記
」
・
「
東
京
雑
誌
」
(
竺
等
に
い
う

最
初
の
宮
城
(
赫
居
世
二
一
年
、
紀
元
前
三
七
)
た
る
金
城
の
位
置
、
規
模
は
明
確
で
な
く
諸
説
が
あ
る
が
(
ぢ
、

国
勢
の
繁
栄
と
と
も
に
婆
裟

王
二
二
年
(
一

O
一
)
に
月
城
を
築
営
し
、
慈
悲
王
麻
立
千
一
二
年
(
四
六
九
)
に
「
定
京
都
坊
豆
名
」

8
と
み
え

1
!こ
の
前
後
に
中
固
に

倣
い
、
慶
州
平
野
を
蔽
う
都
城
プ
ラ
ン
の
展
開
を
み
る
c

も
っ
と
も
、
こ
の
広
般
な
地
域
の
地
割
は
数
期
に
分
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
、
漸
次
、
憲
康
王
代
の
最
大
規
模
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

王
京
の
広
長
は
南
北
一

O
里
・
東
西
八
皇
(
東
貌
尺
、

一旦
H
三
O
O歩
H
六
尺
×
三
O
O
H
一
、
人
O
O
尺)、

氏
の
い
わ
ゆ
る
「
中
央
南

北
大
路
」
を
も
っ
て
四
豆
宛
、
左
・
右
京
に
わ
か
れ
、
さ
ら
に
と
の
大
路
と
ク
ロ
ス
す
る
「
芽
草
寺
十
呈
路
」
に
て
南
北
に
分
れ
、
大
路
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八
O
尺
、
小
路
四

O
尺
(
東
貌
尺
、
以
下
同
じ
)
を
も
っ
て
条
坊
を
区
劃
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
わ
が
平
城
、
平
安
両
京
の
よ
う
に
一
旦

毎
に
大
路
八

O
尺
を
お
く
と
い
う
整
然
た
る
も
の
で
は
な
く
、
王
京
の
東
西
南
北
で
、
あ
る
い
は
道
路
巾
を
別
計
算
に
し
、
あ
る
い
は
そ
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れ
を
一
町
内
に
含
め
る
等
、
多
少
の
相
違
が
あ
る
が
、
概
ね
一
町
は
四

O
O尺
平
方
で
あ
っ
た
。
と
れ
を
一

O
等
分
す
る
の
が
宅
地
割
の

基
本
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
か
、
四

O
尺
ま
た
は
八

O
尺
毎
に
石
橋
壁
の
名
残
り
や
田
畔
が
遺
り
、
住
宅
の
室
の
長
さ
ま
で
、
と
れ
を
基

準
と
し
て
、
骨
品
制
に
よ
り
二
四
尺

t
一
五
尺
(
唐
尺
。
東
貌
尺
で
ニ
O
尺
l

=
了
五
尺
)
に
ク
ラ
ス
わ
け
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
藤
島
氏
の
次
の
御
指
摘
は
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
。
す
な
わ
ち
、
王
京
経
営
の
初
期
に
は
量
地
尺
、
営
造
尺
と
も
に
東
貌
尺

で
、
と
の
点
、
わ
が
飛
鳥
時
代
に
対
応
す
る
こ
と
、

し
か
し
、

少
く
と
も
善
徳
女
王
代
(
六
三
四
頃
)
前
後
よ
り
唐
尺
が
用
い
ら
れ
は
じ

め
た
が
、
前
記
の
慈
悲
王
代
に
坊
名
を
定
め
る
と
き
、
東
親
尺
を
量
地
尺
と
し
て
、
平
野
全
般
に
一
旦
る
地
割
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
宅

籍
・
回
籍
は
ひ
会
つ
づ
き
東
難
尺
が
用
い
ら
れ
、
営
造
尺
に
の
み
唐
尺
が
行
な
わ
れ
た
と
と
、
慈
悲
王
代
に
比
べ
、
は
る
か
後
代
の
平

城
、
平
安
京
が
唐
長
安
城
を
規
範
と
し
て
、
唐
尺
に
よ
り
、
ま
た
道
路
巾
を
条
坊
と
は
別
の
計
算
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
羅
王
京
は

道
路
巾
の
と
り
あ
づ
か
い
に
も
前
期
の
如
く
統
一
が
欠
け
、
且
つ
、
少
く
と
も
坊
鬼
計
画
は
後
々
ま
で
東
灘
尺
に
則
っ
て
い
る
等
の
諸
点

よ
り
、
新
羅
王
京
は
、
そ
の
完
成
期
に
は
す
で
に
成
っ
て
い
た
陪
の
大
興
都
城
、
唐
の
長
安
都
城
の
形
式
に
多
く
の
影
響
を
蒙
っ
た
と
は

い
え
、
全
般
的
に
は
六
朝
の
都
城
制
に
従
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
点
、
こ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
新
羅
王
京
に
は
羅
域
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
藤
島
氏
は
と
れ
を
高
句
麗
族
が
漢

族
に
近
い
の
に
対
し
、
新
羅
・
百
済
族
が
日
本
民
族
に
近
い
た
め
か
と
さ
れ
、
中
国
↓
高
句
麗
↓
新
羅
、
百
済
戸
別
)
↓
日
本
と
い
う
、

あ
る
い
は
最
も
妥
当
な
解
釈
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
記
の
ご
と
く
平
壌
(
長
安
都
城
) 羅

域
制
の
略
化
の
コ

l
ス
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
。

の
「
箕
子
井
田
祉
」
を
東
現
尺
に
換
算
す
れ
ば
一
町
五

O
O尺
で
、
こ
の
点
一
町
四

O
O尺
の
新
羅
の
方
が
一
層
、
中
国
の
古
制
に
近
い

と
も
云
ぇ
、
ま
た
羅
域
な
き
王
京
プ
ラ
ス
南
山
城
・
明
活
山
城
等
の
朝
鮮
式
山
城
と
い
う
形
式
は
、
羅
城
を
も
っ
長
安
都
城
に
比
し
、
よ

り
、
朝
鮮
古
来
の
要
素
を
さ
ら
に
つ
よ
く
残
し
て
い
る
の
だ
と
は
い
え
ま
い
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
新
羅
王
京
で
は
王
宮
(
金
域
社
に
比
定
さ



れ
る
城
駅
、
月
域
等
)
が
、
王
京
プ
ラ
ン
の
ほ
ぼ
中
央
区
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
高
句
麗
長
安
、
百
済
扶
余
、
ま
た
高
麗
開
城
等
で
は
い

ず
れ
も
都
城
プ
ラ
ン
中
の
北
辺
に
王
宮
が
位
置
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
た
い
。
北
韓
洛
陽
都
城
の
、
宮
闘
が
北
壁
に
接
す
る
プ
ラ
ン

は
、
「
周
礼
」
考
工
記
以
来
の
中
央
官
閥
、
面
朝
後
市
と
い
う
首
都
プ
ラ
ン
の
伝
統
を
破
っ
た
劃
期
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
c

こ
れ
は
も
と

朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

も
と
、
町
山
が
北
に
追
っ
て
い
る
と
い
う
地
形
上
の
制
約
か
ら
出
現
し
た
プ
ラ
ン
で
あ
ろ
う
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
陪
、
唐
の
都
城
制

は
、
こ
の
い
わ
ば
「
北
貌
型
」
に
倣
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
(
号
。

四
国
の
地
形
的
条
件
の
相
違
も
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
点
か
ら

も
、
あ
る
い
は
新
羅
玉
京
が
、
高
句
麗
長
安
都
城
等
よ
り
も
、
古
式
に
則
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
絶
対
年
代
の
上
で
の
前
後
関
係
は
と
か
く
、
概
ね
五
世
紀
後
半

I
六
世
紀
前
半
の
経
営
に
か
か
わ
る
と
れ
ら
の
諸

都
城
は
、
次
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
変
容
系
列
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
G

CAコ

官
同
句
麗
丸
都
(
丸
都
城
+
丸
都
山
城
)
↓
長
寿
王
平
壊
(
「
清
岩
里
土
城
」
+
大
城
山
城
)

王
宮
+
山
城
主
制
羅
(
月
放
+
南
山
城
・
明
活
山
城
)

戸
百
済
漢
城
(
「
風
納
豆
土
城
」
+
南
漢
山
城
)

羅 EJ 王

葉ET 
導型山
入都城
城
制

CBコ

新
羅
慶
州
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CCコ

ヘ

{

高

句

麗

長

安

一
中
国
式
羅
城
+
山
城

ι

斗

6

F

百
済
扶
余

「
北
貌
洛
陽
」
型
都
城
制
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高
麗
三
京
な
ら
び
に
李
朝
漢
擁

つ
づ
く
高
麗
時
代
に
は
首
都
開
城
の
他
に
、
西
京
(
平
壌
)
・
南
京
(
漢
陽
)
・
東
京
(
慶
州
)
が
お
か
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
東
京
は
成
宗
が
晩

年
に
一
度
車
駕
を
出
し
た
の
み
で
、
顕
宗
の
初
年
に
は
慶
州
防
禦
使
、
ま
た
安
東
大
都
護
府
に
医
さ
れ
た
り
し
て
い
る
{
ち
。

そ
れ
で
国

王
の
巡
駐
京
と
し
て
は
、
と
れ
を
の
ぞ
く
二
京
が
並
存
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
都
城
プ
ラ
ン
の
異
聞
を
、
右
に
想
定
し
た
展
開

系
列
に
関
連
さ
せ
つ
つ
対
比
し
て
み
た
い
。

開
域
開
府
に
つ
い
て
は
「
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
」
に
「
高
麗
太
祖
二
年
、
自
鉄
原
、
徒
都
松
岳
之
陽
、
跨
二
郡
之
地
、
為
開
州
、
創
宮

閥
、
立
市
車
、
弁
坊
豆
、
分
五
部
」
(
?
と
あ
り
、
「
高
麗
史
」
地
理
志
(
ち
に
は
、
そ
の
後
の
王
都
の
呼
称
な
ら
び
に
管
轄
領
域
の
変
遷
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
(
ち
。
し
か
し
今
は
、
太
祖
に
は
じ
ま
っ
た
都
城
造
営
が
、
成
宗
以
下
後
代
の
王
に
ひ
き
つ
が
れ
(
成
宗
六
年
に
も
「
更
定
五

部
坊
皇
」
と
み
与
え
る
)
、
そ
の
半
ば
に
し
て
顕
宗
元
年
契
丹
に
破
壊
さ
れ
た
の
ち
、
顕
宗
一
五
年
(
一

O
二
四
)
再
び
「
又
定
京
城
、
五
部
坊

星
」
(
号
、
そ
し
て
同
二

O
年
「
京
都
羅
城
成
」
と
い
う
諸
事
項
に
の
み
注
意
し
て
お
き
た
い
。
太
祖
の
開
府
に
際
し
、
ま
た
顕
宗
の
都
市

復
興
計
画
に
際
し
、
採
用
さ
れ
た
五
部
の
制
は
、
す
で
に
百
済
扶
余
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
の
を
先
に
見
た
。
坊
皇
制
に
つ
い
て
も
、
夙

く
高
句
麗
平
壌
、
新
羅
慶
州
に
お
け
る
見
事
な
実
施
を
前
述
し
た
。
こ
こ
ま
で
で
あ
る
と
、
先
記
系
列
の
刷
形
式
に
逆
行
し
た
か
の
ご
と

く
で
あ
る
が
、
顕
宗
即
位
年
に
「
議
築
開
京
羅
域
」
、
そ
し
て
同
二

O
年
に
「
開
城
羅
城
成
、
同
一
二
年
而
功
畢
」

の
で
あ
る
。

つ
ま
り

ω形
式
に
至
る
わ
け
で
あ
る
が
、
高
麗
は
顕
宗
代
に
な
る
ま
で
羅
城
を
つ
く
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
太
祖
は
統
一
ま

な
く
の
疲
弊
じ
て
い
る
民
を
重
ね
て
土
木
の
役
に
労
せ
し
め
る
こ
と
を
避
け
た
に
す
ぎ
ず
、
顕
宗
代
の
契
丹
の
侵
攻
は
、
た
だ
羅
域
築
造

の
や
は
り
急
務
な
る
こ
と
を
覚
ら
せ
る
契
機
を
な
し
た
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
「
高
麗
史
」
(
む
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
る



が
、
さ
ら
に
同
じ
太
祖
が
次
記
の
ご
と
く
西
京
(
平
壌
)
造
営
の
場
合
に
は
、
早
速
、
羅
城
を
築
い
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
@

開
城
の
都
城
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
中
村
氏
(
鵠
ご
浅
香
氏
へ
ぬ
J

の
御
報
告
に
ゆ
ず
る
が
、

た
だ
浅
香
氏
が
「
高
麗
初
期
に
は
城
郭
は
設
け

て
い
な
か
っ
た
C

(

内
城
は
)
李
朝
太
祖
の
開
国
二
年
に
築
い
た
」
(
勿
と
し
て
お
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
た
い
c

中
村
氏
の
ご

朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

と
く
内
域
す
な
わ
ち
皇
域
と
み
な
し
て
の
内
城
は
、
も
ち
ろ
ん
当
初
か
ら
築
か
れ
た
(
4
3

「
高
麗
図
経
」

A
J
に
「
王
府
内
城
、
環
列
十

円
。
(
略
)
内
府
十
六
。
尚
書
省
為
冠
」
と
あ
る
意
味
で
の
内
城
は
存
し
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
西
京
(
平
壌
)
は
、
六
六
八
年
、
高
句
麗
が
、
唐
・
羅
に
滅
さ
れ
て
か
ら
約
二
世
紀
半
は
、
ほ
と
ん
ど
廃
墳
で
あ
っ
た
が
、
高
麗

太
祖
は
北
方
辺
土
の
開
拓
拠
点
と
し
て
、
即
位
年
九
月
に
こ
の
地
に
大
都
護
府
、
つ
い
で
西
京
を
お
き
、
五
年
に
「
在
城
」
を
築
き
は
じ
め

て
六
年
に
成
り
、
一
一
一
年
に
は
「
羅
城
」
を
も
築
い
た
。
李
氏
は
、
こ
の
「
在
域
」
の
位
置
は
高
句
麗
時
代
の
旧
内
域
に
相
重
な
り
、

「
羅
城
」
も
ま
た
高
句
麗
の
外
城
の
旧
基
を
襲
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
想
定
、
そ
し
て
「
在
城
」
と
は
不
常
居
城
た
る
山
城
に
対
し
国
王

常
在
城
の
意
味
に
解
し
て
お
ら
れ
る
ふ
ち

わ
れ
わ
れ
は
山
城
に
対
す
る
「
在
城
」
と
い
う
用
語
、
そ
の
機
能
に
、
制
形
式
時
代
の
名
残

り
を
み
、
羅
城
の
築
造
に

ω形
式
の
到
来
を
み
る
。

い
ま
一
つ
、
南
京
(
漢
陽
)
は
、
「
高
麗
史
」
地
理
志
に
よ
れ
ば
、
文
宗
二
一
年
に
南
京
官
制
を
施
き
、
同
二
二
年
新
宮
を
創
築
、
「
徒
芳

郡
民
実
之
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
は
小
規
模
な
離
宮
築
営
の
み
で
新
都
の
開
府
は
粛
宗
九
年
こ
一

O
悶
)
ま
で
な
か
っ
た
も
の
と
推
断

さ
れ
て
い
る
(
与
。
南
京
の
四
至
は
東
は
欧
岡
山
、
西
は
鞍
山
、
北
は
白
岳
、
南
は
新
竜
山
、
「
但
し
、
当
時
都
城
の
有
無
に
就
い
て
は
徴
す

ベ
き
史
料
な
き
も
、
恐
ら
く
は
宮
城
の
他
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
F
9
0

宮
城
の
位
置
は
李
朝
の
そ
れ
よ
り
や
や
西
北
に
当
る
と
い

う〔蛸)。

こ
の
よ
う
に
漢
陽
に
は
未
だ
羅
城
は
な
く
、
こ
れ
が
築
造
さ
れ
る
の
は
、
李
朝
の
王
京
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
邑
城
の
築
造
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r
h

壮
、
そ
れ
が
大
規
模
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
多
大
の
人
力
、
築
材
を
要
し
た
か
ら
(
管
、

羅
城
プ
ラ
ン
は
導
入
さ
れ
て
い
て
も
、

ーよ
り
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主
要
な
都
巴
よ
り
と
れ
を
実
施
し
た
筈
で
あ
る
c

も
し
、
漢
陽
と
平
壌
が
、

そ
の
地
理
的
位
置
を

λ
れ
か
え
て
い
た
ら
、
恐
ら
く
前
者
心

羅
城
が
先
に
築
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。

李
朝
の
漠
城
遷
都
は
、
太
祖
三
年
に
決
行
さ
れ
た
が
、
地
理
図
識
説
の
説
く
、
地
徳
の
衰
え
た
開
城
を
去
っ
て
園
都
を
遷
し
、
人
心
一

新
を
は
か
る
べ
し
と
の
企
て
は
、
す
で
に
麗
末
恭
感
王
の
頃
よ
り
再
発
し
〔
仔
、
恭
譲
王
は
し
ば
ら
く
の
期
間
、
当
時
の
漢
陽
府
に
遷
都
さ

え
し
て
い
る
。
園
都
が
漠
城
に
き
ま
る
ま
で
の
、
地
理
家
二
怖
学
派
間
の
候
補
地
選
出
を
め
ぐ
る
対
立
や
、
造
営
の
経
緯
に
つ
い
て
は
る
)
。

し
ば
ら
く
措
き
、
こ
と
で
注
目
し
た
い
の
は
羅
城
築
造
と
条
坊
制
実
現
の
点
で
あ
る
。

城
壁
の
築
造
は
、
太
祖
四
年
の
宮
闘
造
営
に
つ
づ
き
、
五
年
の
春
秋
二
期
に
わ
た
り
、

一
気
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
石
城
一
九
、
二

0
0尺
、
土
城
四

O
、
三

O
O尺
、
水
口
両
傍
石
城
一
、

O
五
O
尺
、
合
計
六

O
、
五
五

O
尺
(
常
造
尺
。
曲
尺
換
算
で
は
六
一
、

「
東
国
輿
地
勝
覧
」
に
「
京
城
城
郭
、
我
太
祖
五
年
、
用
石
築
之
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
太
祖
始
築
期
の
も
の
は
、
右
記
の
よ
う
に
三

一
五
五
尺
)
、

分
の
こ
は
土
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
号
。

つ
い
で
世
宗
三
年
に
、
始
築
以
来
、
わ
ず
か
二
六
年
で
、
す
で
に
傾
類
し
た

個
所
(
石
築
の
ニ
割
、
土
放
の
六
割
)
が
、
石
築
に
改
修
さ
れ
、
延
長
に
お
い
て
三
四
二
・
八
尺
(
営
造
尺
)
延
ば
さ
れ
た
(
恒
三

と
こ
ろ
で
小
田
氏
は
、
石
材
に
刻
ま
れ
た
文
字
が
、
各
工
区
の
区
分
、
工
事
担
当
郡
県
、
監
督
者
名
を
示
す
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
れ

か
ら
、
太
祖
・
世
宗
、

ま
た
粛
宗
(
ぢ
以
後
の
施
工
部
分
が
識
別
で
き
る
こ
と
、

太
祖
期
の
石
材
は
大
小
不
揃
の
自
然
石
を
主
と
し
て
お

り
、
石
組
も
粗
雑
で
あ
る
の
に
対
し
、
世
宗
期
の
も
の
は
、
長
方
形
・
方
形
に
整
形
さ
れ
、
且
つ
込
石
を
用
い
ぬ
美
し
い
施
工
で
あ
り
、

と
の
傾
向
は
粛
宗
期
以
後
の
改
修
部
分
で
は
い
よ
い
よ
著
し
い
こ
と
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
員
三

こ
の
よ
う
に
、
羅
域
は
太

祖
の
開
府
直
後
に
つ
く
ら
れ
、
後
代
に
お
い
て
も
た
え
ず
修
築
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
管
理
は
政
府
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
り
つ
づ
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
条
坊
計
画
は
、
太
祖
五
年
に
五
都
坊
星
名
を
立
標
口
せ
し
め
、
「
七
年
更
に
五
部
各
坊
の
名
称
・
橋
名
・
街
名
等
を
樹
立



知
後
滋

mm耳
、
宅
、
三
九
時
、
セ
マ
q
J
W

絶
対
バ
リ
ー
ま

二
一
し
、
坊
旦
の
制
を
完
成
し
た
」
、
与
と
あ
る
が
、
計
画
は
と
も
か
く
、
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
完
成
し
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
早

く
も
太
宗
九
年
に
左
の
よ
う
な
上
申
~
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
じ

朝鮮における城主11の諸形式と都城プランの系列について

第
一
、
都
城
五
部
各
坊
、
左
前
樹
立
坊
名
、
以
弁
認
視
、
今
皆
類
落
、
包
坊
名
、
橋
名
、
街
名
許
更
樹
立
、

第
二
、
域
内
大
路
外
、
間
毘
各
路
、
本
皆
平
直
、
以
便
車
両
出
入
、
今
無
職
人
等
、
欲
広
其
居
、
侵
路
、
為
篠
、
窄
狭
屈
曲
或
突
出
、
造
家
甚
者
、
蔽

塞
道
路
、
行
路
不
便
、
火
気
可
畏
、
迄
更
審
視
道
路
、
依
旧
修
広
、

第
三
、
己
受
土
地
、
造
家
居
主
者
、
又
冒
親
族
名
字
、
更
受
家
基
、
刻
種
菜
麻
者
、
有
之
、
乞
令
推
核
許
人
陳
比
口
造
家
、

第
四
、
新
都
家
舎
皆
用
茅
蓋
、
民
居
凋
領
、
火
災
可
畏
、
乞
於
各
坊
毎
一
管
領
、
置
水
念
二
所
、
備
火
、

第
五
、
路
傍
各
戸
皆
令
栽
木
、
川
辺
各
戸
、
各
於
両
岸
、
築
坊
、
栽
木
、

右
の
文
を
み
る
と
「
都
市
の
経
営
は
先
ず
斯
様
な
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
」
(
ち
と
も
い
え
よ
う
が
、
す
で
に
プ
ラ
ン
実
施
が
後
手
に
ま

わ
っ
た
の
感
な
き
と
し
な
い
。
太
宗
七
年
防
火
の
制
、

一
O
年
市
塵
の
制
(
町
二

一
二
年
間
渠
都
監
に
よ
る
清
渓
川
を
主
と
す
る
河
川
計

画
F

号
、
行
廊
造
成
計
画
ぬ
〕
の
実
施
等
々
の
手
が
う
た
れ
る
が
、
「
す
で
に
都
城
内
の
人
口
は
増
加
し
、
こ
れ
が
市
区
改
正
の
如
き
は
、

頗
る
困
難
視
さ
れ
る
に
至
っ
て
」
ザ
行
き
つ
つ
あ
っ
た
の
が
実
状
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
世
宗
八
年
の
大
火
災
後
、
修
城
、
禁
火
・
川
渠

の
疏
導
・
道
路
橋
梁
の
修
築
等
々
の
都
市
経
営
に
力
が
注
が
れ
る
が
(
但
)
、

こ
れ
を
要
す
る
に
、

前
述
し
た
諸
王
京
の
場
合
に
反
し
、
こ

-121 

こ
で
は
条
坊
計
画
そ
の
他
都
城
プ
ラ
ン
の
完
成
が
、
都
市
的
発
展
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
様
相
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
罰
小
稿
は
他
日
、
先
に
報
告
し
た
城
下
町
プ
ラ
ン
(
史
林
三
七

i
ニ
、
同
四
一

l
六
。
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
十
周
年
記
念
号
、
同

史
学
K
等
)
お
よ
び
東
西
の
都
市
プ
ラ
ン
の
展
開
系
列
(
同
上
、
史
学
X
)
と
対
比
し
よ
う
と
い
う
目
論
見
の
も
と
に
書
い
た
の
ま
た
、
第
一
章
で
提

示
し
た
邑
城
・
山
城
等
の
分
類
に
つ
い
で
考
察
す
べ
き
、
こ
れ
ら
の
発
生
・
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
「
李
朝
に
お
け
る
城
邑
の
分
布
と
規
模
に
つ
い

て
」
と
し
て
別
に
報
告
し
た
(
地
評
、
投
稿
中
)
。
併
せ
て
御
高
教
た
ま
わ
り
た
い
。
と
も
か
く
、
多
忙
の
聞
に
稿
を
す
す
め
た
の
で
、
読
む
べ
き
文

献
の
若
干
を
遂
に
読
み
得
ず
、
性
急
に
素
朴
な
類
型
化
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
応
の
試
論
と
し
て
御
叱
正
を
仰
ぎ
、
後
日
の
改

訂
を
期
し
た
い
。
な
お
、
註
と
し
て
引
用
し
た
も
の
の
他
に
も
、
多
く
の
先
学
の
論
著
か
ら
直
接
・
間
接
の
御
教
示
を
う
け
た
(
そ
の
主
要
な
も
の
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ば
ャ
先
に
森
鹿
三
・
織
田
武
雄
編
『
医
史
地
理
講
座
』
第
二
巻
所
収
『
朝
鮮
」
の
末
尾
に
掲
げ
て
お
い
た
て
ふ
か
く
感
謝
す
る
次
第
て
あ
る
c

註
(
1
)
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
第
四
巻

(
2
)
同
右
。

(
3
)
藤
田
氏
は
「
方
形
回
門
の
大
陸
ふ
う
の
邑
城
の
好
例
」
と
し
て
全
羅
道
南
原
械
を
あ
げ
ら
れ
、
関
野
氏
は
、
小
稿
の
分
類
で
い
う
例
タ
イ
プ
と

し
て
は
、
大
郎
・
慶
州
、

ωタ
イ
プ
と
し
て
は
京
城
・
平
壌
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
(
後
掲
註
⑪
)
。

(
4
)
大
類
伸
・
鳥
羽
正
雄
『
日
本
城
郭
史
』
一

O
頁。

(
5
)
同

右

二

O
五
頁
、
四
一
九
頁
以
下
。

(
6
)
大
類
氏
の
用
語
に
従
う
(
『
城
郭
の
研
究
』
二
、
市
邑
と
山
城
)

(
7
)
前
掲
註
①
お
よ
び
同
右
、
一
九
頁
。
な
お
、
日
本
の
古
代
・
中
世
の
山
城
、
神
箆
石
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
夙
に
論
じ
っ
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
の
で
、
さ
ら
に
は
ふ
れ
な
い
(
例
え
ば
前
掲
註
④
)
。

(
8
)
前
掲
註
①
二
一
一
良
。

(
9
)
日
比
野
丈
夫
「
郷
村
防
衛
と
竪
壁
清
野
」
(
東
方
学
報
京
都
第
二
二
冊
所
収
)
。

(
凶
)
『
朝
鮮
の
緊
落
』
前
篇
八
四
九
頁
。

(
日
)
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
之
六
。

(
ロ
)
『
世
宗
実
録
地
理
志
』
巻
一
五
四
。

(
日
)
木
内
信
蔵
『
都
市
地
理
学
研
究
』
一
九
八
頁
。

(
U
)
同

右

ニ

O
ニ
頁
。

(
日
)
拙
稿
「
都
市
。
フ
ラ
ン
の
展
開
系
列
に
関
す
る
覚
書
」
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
史
学
友
に
掲
載
予
定
)
。
こ
う
い
う
視
角
か
ら
の
対
比

考
察
に
際
し
て
は
、
例
え
ば
中
国
に
関
し
て
は
、
那
波
利
貞
「
支
那
都
邑
の
城
郭
と
其
の
起
原
」
(
史
林
一

o
l二
)
、
宮
崎
市
定
「
支
那
城
郭

起
原
異
説
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
第
一
』
所
収
)
、
日
比
野
丈
夫
「
中
国
、
村
落
と
都
市
」
(
森
・
織
田
編
『
歴
史
地
理
講
座
』
第
二
巻
所
収
)

等
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

(
叫
山
)
原
田
淑
人
「
楽
浪
土
成
の
発
掘
に
つ
い
て
」
(
史
学
雑
誌

藤
旦
免
策
氏
執
筆
。

四
九

l
八
)
八
九
・
九
O
頁
η



朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

へ
げ
)
関
野
貞
「
朝
鮮
美
術
史
」
(
『
朝
鮮
史
講
座
』
所
収
(
一
一

t
一
五
頁
。
漢
代
の
数
学
は
楽
浪
郡
を
通
じ
て
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
、
高
句
麗
の
建

築
の
遺
構
に
は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
応
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
(
洪
以
獲
『
朝
鮮
科
学
史
』
六
八
頁
)
。

(
四
)
池
内
宏
「
高
麗
句
丸
都
の
遺
蹟
」
(
東
方
学
報
東
京
第
八
冊
)
四

O
七
1
四
O
九
頁
。

(
四
)
関
野
貞
コ
高
句
麗
の
平
壌
城
及
び
長
安
械
に
就
い
て
」
(
史
学
雑
誌
三
九

l
二。

(
加
)
『
北
周
書
』
、
但
し
同
右
書
所
引
に
よ
る
。

(
幻
)
前
掲
註
⑬
一
五
頁
。
大
城
山
城
の
城
壁
よ
り
高
句
麗
時
代
の
古
い
瓦
が
多
数
出
土
し
、
ま
た
惰
岩
里
の
礎
石
配
置
は
、
丸
都
城
の
そ
れ
と
同

形
式
と
い
う
(
一
二
頁
)

0

(
詑
)
向
右
一
七
頁
。

(
お
)
例
え
ば
米
倉
二
郎
『
東
亜
の
集
落
』
で
は
、
「
耕
地
割
で
あ
る
か
、
都
城
の
都
市
計
画
の
遺
構
か
判
明
し
な
い
が
」
と
し
つ
つ
、
「
も
し
耕
地
割

で
あ
る
と
す
れ
ば
」
と
の
仮
定
に
た
っ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
こ
一

0
1
一
一
一
頁
)
。

(
U
A
)

道
路
下
に
川
石
が
敷
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
城
山
を
中
心
と
す
る
古
墳
群
の
一
つ
「
四
神
塚
」
の
囲
り
に
敷
い
た
川
石
と
同
じ
も
の
で
あ
る

と
い
う
(
ニ
四
頁
)
。

(
お
)
問
右
一
九
頁
。
ま
た
大
原
利
武
「
扶
余
に
就
て
」
(
朝
鮮
一
九
七
号
)
一

O
五
頁
、
一

O
八
頁
。

(
却
)
藤
島
亥
治
郎
「
新
羅
王
京
建
築
史
論
」
(
建
築
雑
誌
四
四
l
五
三

0
1五
三
三
)
、
と
く
に
五
三
一
号
。

(
幻
)
『
コ
一
国
史
記
』
巻
一
、
『
東
京
雑
記
』
巻
之
一
、
「
域
'
郭
」
。

(
部
)
例
え
ば
藤
田
元
春
『
尺
度
綜
考
』
で
は
、
慶
州
邑
城
を
金
減
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
藤
島
氏
は
こ
れ
を
一
合
定
さ
れ
る
(
四
四
1
五
三

O
、
二
七

四
頁
)
。

(
却
)
『
三
国
史
記
』
「
新
羅
本
紀
」
、
但
し
前
掲
註
@
所
引
に
よ
る
。

(
叩
)
前
掲
註
@
四
回
1
五
=
二
四
七
二
頁
。
氏
は
「
百
済
の
王
京
扶
余
に
も
亦
羅
放
は
存
在
し
な
い
」
と
の
見
方
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
。

(
剖
)
森
鹿
三
「
労
斡
氏
の
『
北
貌
洛
陽
城
図
的
復
原
』
を
評
す
」
(
東
方
学
報
京
都
第
二

O
冊
)
。
ま
た
前
掲
註
@
日
比
野
氏
の
稿
。

(
詑
)
李
丙
窯
「
高
麗
南
京
建
置
に
就
い
て
」
(
車
問
丘
学
叢
二
)

0

(
岱
)
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
之
問
「
開
城
府
上
」
。

(
担
)
『
高
麗
史
』
巻
五
六
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(
お
)
末
松
保
和
「
高
麗
開
放
府
考
」
(
『
稲
葉
博
士
還
暦
記
念
満
鮮
史
論
叢
』
所
収
)
四
五
三
頁
以
下
に
詳
し
い
の

(
部
)
前
掲
註
@
東
部
七
坊
七

O
里
、
南
部
五
坊
七
一
塁
、
西
部
五
坊
八
一
皇
、
北
部
一

O
坊
四
七
皇
、
中
部
八
坊
七
五
塁
(
坊
名
の
記
載
も
あ
る

が
省
略
す
る
)
0

(
幻
)
「
三
代
而
上
、
不
可
知
、
三
代
而
下
、
立
都
而
無
城
郭
、
未
之
関
也
、
我
大
祖
(
略
)
用
療
実
之
民
、
起
土
木
之
役
、
所
不
忍
也
、
故
不
城
松

京
、
非
不
為
、
勢
不
可
也
、
其
後
因
循
至
於
顕
玉
之
初
、
契
丹
蹴
磯
京
色
、
焼
段
宮
室
、
顕
玉
蒼
黄
南
狩
、
当
時
若
有
城
郭
、
契
丹
未
必
嫡
様

焼
段
、
若
此
其
甚
旦
易
也
(
以
下
略
。
『
高
麗
史
』
列
伝
「
李
斉
賢
伝
」
)
。

(
部
)
中
村
栄
考
「
歴
史
上
の
開
城
」
(
育
丘
学
叢
一
一
)
一
三
九
頁
以
下
。

(
却
)
浅
香
幸
雄
「
朝
鮮
」
、
都
市
(
木
内
、
藤
岡
、
矢
嶋
編
『
集
落
地
理
講
座
』
第
四
巻
所
収
)
、
同
「
朝
鮮
開
城
の
歴
史
地
理
」
(
地
理
学
一

o
l
一一一
)

0

(
判
)
同
右
『
講
座
』
六
一

2
六
二
頁
。

(
H
U
)

満
月
台
を
中
心
と
す
る
一
郭
の
土
塁
(
周
二
、
六
O
O問
、
門
二

O
Y

(
必
)
『
高
麗
図
経
』
巻
五
「
宮
殿
」

(
時
)
李
丙
烹
「
平
壌
の
在
域
及
び
羅
城
」
(
青
丘
学
叢
一
二
)
一
四
頁
。

h
H

制
)
小
田
省
吾
「
京
城
4

還
都
の
由
来
と
そ
の
城
壁
」
(
朝
鮮
一
九
七
)
一
一
八

2
三
O
頁
。
ま
た
大
原
利
武
コ
両
麗
以
前
の
京
城
」
(
朝
鮮
一
八
五
)

五
九

2
六
三
頁
0

8
)
李
丙
窯
「
高
麗
南
京
建
置
に
就
い
て
」
(
青
丘
学
叢
一
一
)
五
五
頁
。

(
必
)
前
掲
註
@
三
一

t
三
二
頁
c

(
円
引
)
顕
宗
が
開
城
羅
城
を
つ
く
っ
た
時
は
、
丁
夫
三
四
回
、
四
O
O
人
、
太
祖
の
漠
域d
羅
城
の
場
合
は
一
九
七
、
四
七

O
余
人
の
民
了
の
他
、
矯
瓦

及
石
灰
軍
一
、
七
五
九
人
を
使
役
し
て
い
る
。

(
組
)
李
丙
烹
「
麗
未
の
遷
都
問
題
」
(
朝
鮮
一
九
四
)

(
川
崎
)
中
村
栄
孝
「
漢
陽
定
都
と
漢
城
府
の
開
基
」
(
朝
鮮

(
印
)
前
掲
註
@
四
五
頁
。

(
日
〉
同
右
五
三

2
五
五
頁
。
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三
二
頁
以
下
。

二
五
三
)
八
六

2
九
二
頁
。
ま
た
前
掲
註
@

一一一

2
三
六
頁
。



朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列について

(
臼
)
粛
宗
期
修
築
後
の
城
周
は
、
『
続
経
国
大
典
』
に
載
せ
る
「
用
周
尺
尺
量
為
八
万
九
千
六
百
十
尺
」
で
、
営
造
尺
で
五
五
、
七
八
七
・
七
尺
、

前
記
の
世
宗
期
よ
り
て
一

O
五
・
一
尺
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

(
臼
)
前
掲
註
@
一
九
七
号
五
二

1
五
三
頁
、
六
八
頁
。
一
九
八
号
五
三
頁
。

(
国
〉
前
掲
註
⑩
九
五
頁
。

(
町
)
杉
山
信
三
「
朝
鮮
太
宗
の
漢
城
経
営
に
つ
い
て
」
(
建
築
学
会
報
告
九
)
一
五
三
頁
。

(
回
)
同
右
一
五
四
頁
。

(
貯
)
朝
鮮
の
市
塵
と
市
場
に
つ
い
て
は
白
南
雲
氏
の
論
著
や
善
生
永
助
『
朝
鮮
の
市
場
経
済
』
、
文
定
昌
『
朝
鮮
の
市
場
』
等
に
詳
し
い
。
小
稿
で

は
都
城
.
フ
ラ
ン
と
い
じ
つ
つ
、
専
ら
城
郭
と
条
坊
地
割
に
限
っ
て
述
べ
た
が
、
「
州
県
に
於
け
る
五
日
市
と
は
全
く
区
別
さ
れ
る
常
設
市
場
で

あ
る
と
共
に
御
用
市
場
」
(
白
南
雲
『
朝
鮮
封
建
社
会
経
済
史
』
上
巻
七
三

O
頁
)
で
あ
っ
た
都
域
'
の
官
設
市
場
の
構
造
や
意
義
に
つ
い
て

は
、
郷
市
の
そ
れ
と
共
に
、
他
日
、
別
に
報
告
し
た
い
。

(
回
)
前
掲
註
⑧
一
五
四
頁
。

(
回
)
行
廊
と
は
主
要
街
路
に
沿
う
て
両
側
に
造
ら
れ
た
棟
の
長
い
建
物
で
、
市
塵
に
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
倉
庫
に
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

太
宗
一
二
年
か
ら
三
期
に
わ
け
て
の
工
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
実
現
さ
れ
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
り
、
杉
山
氏
は
、
現
在

の
市
街
図
上
に
お
い
て
、
街
路
の
す
ぐ
裏
に
小
路
(
行
廊
裏
路
?
)
を
添
わ
せ
て
い
る
部
分
を
、
行
廊
の
建
設
さ
れ
た
地
点
と
み
て
、
そ
の
範

囲
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
(
一
五
五

1
一
五
六
頁
)
。

(
印
)
前
掲
註
@
九
八
頁
。

(
臼
)
同
右
九
九
頁
。
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